
静岡県気象災害小史 概要

静岡県気象災害小史構成

タイトル

１．気象経過

２．大雨の原因、特徴

３．被害概要

４．アメダス雨量分布図

５．アメダス雨量時系列変化図（１～２地点抽出）

６．解析雨量※分布図

７．床上、床下浸水被害市町別分布図

８．その他の記録（台風など顕著事例に限る）

静岡県気象災害小史は、平成２３年度ふじのくに防災フェロー養成講座（「災害科学的基礎を持った防災実
務者の養成」として，静岡大学防災総合センターと静岡県が連携して行っている人材養成プログラム）の修
了研修の成果として静岡地方気象台遠山忠昭予報官と静岡大学防災総合センター牛山素行教授がまとめ
た。1990年以降に発生した浸水害を中心に67事例を掲載。その構成は以下のとおり。

※解析雨量とは

解析雨量は、国土交通省河川局・道路局と気象庁が全国に設置しているレーダー、アメダス等の地上の雨量計を組
み合わせて（静岡県の部外雨量取り込み開始は2004年7月から）、降水量分布を1km格子（2001年2月までは5km格子、2006年2月までは

2.5km格子）で解析したものです。解析雨量は30分毎に作成されます（2003年5月までは1時間毎）。例えば、9時の解析雨量
は8時～9時の１時間雨量となります。
静岡県気象災害小史では、解析雨量を同じ尺度で比較するため、以下の処理を行っています。
①全て5km格子で正時値（30分値は利用しない）を利用して作成する。
②2.5ｋｍ格子⇒5ｋｍ格子に変換する場合は、5km格子内にある2.5km格子の最大値をもって5km格子値とする。
③1km格子⇒2.5km格子に変換する場合は、2.5km格子内にある1km格子の平均値をもって2.5km格子とする。

次頁に解説あり



タイトル
対象期間 主要擾乱 キーワード

静岡県 災害年報より
旧一次細分区ごとに
浸水棟数、人的被害
その他 がけ崩れ箇所など
県内総数を記載

主要擾乱（気圧配置）
大雨の経過
記録的となった現象

地上天気図
台風経路図
ピーク時の気象レーダー

大雨分布の特徴とその要因について記載

事例によっては、解説図を添付



アメダス観測点のうち１～2事例を抽出し、
時別雨量と積算雨量グラフを作成。
強雨の程度により、縦軸のスケールが
異なるので注意

アメダス時別降水量による対象期間
内１時間雨量最大値、3時間雨量、日
雨量、３日間雨量の中から大雨の特
徴に合わせて分布図を作成。なお、
雨量最小単位は2008年4月から
0.5mm。また、2003年以降の1時間雨
量は任意の0,10,20,30,40,50分値に
よる比較（例えば1時20分～2時10
分）であることに注意



対象期間における解析雨量による

１時間、３時間、６時間、１２時間、
２４時間雨量の最大値分布図
日別積算による2日間、3日間雨量
分布図

各積算時間によって凡例が異なる
ので注意。

解析雨量と浸水害分布図
による大雨の特徴を記載

市町別浸水被害分布図
静岡県の災害年報による

住家の床上浸水棟数、床下
浸水棟数を市町別に棒グラフ
を作成






